
（書類審査）採点表 令和７年度　浦添市放課後児童健全育成施設指定管理者選考  別紙１

評価項目 評価事項

1．施設長予定者 （１）実務経験 事業内容 配点 経験年数 配点 配点合計 点数

の経歴 ①　健全育成事業 ①　5年以上

②　学校教諭・児童福祉事業
　　類似事業※１

②　3年以上

③　上記該当なしまたは応募者が
　　施設長兼任※２

③　3年未満または応募者が兼任

（２）保有資格 ①　市条例第10条第3項の資格を保有している※３

②　なし

2．事業者の経歴 （１）事業実施年数 項目 配点 配点 配点合計 点数

①　健全育成事業(市内10年以上) ①　応募校区内

②　健全育成事業(市内5～10年未満) ②　応募校区外

③　健全育成事業(市内５年未満)

3．運営の実現性 （１）職員の配置について 人数 配点 資格者数 配点 配点合計 点数

(職員名簿の提出) ①　３人以上の職員の確保を見込む ①　認定資格、基礎資格者が３人以上

②　２人以上の職員の確保を見込む ②　認定資格、基礎資格者が２人

4．事業概要 （１）受入児童数 児童数 配点 配点合計 点数

①　対象の小学校の児童の受入れが40人以上

②　対象の小学校の児童の受入れが35人以上

③　対象の小学校の児童の受入れが30人以上

④　対象の小学校の児童の受入れが30人未満

（２）利用料の設定※４ 項目 配点 保育料率（保育料/利用料） 配点 配点合計 点数

①　利用料の月額が10000円以下 ①　55％以上

②　利用料の月額が11000円以下 ②　50％以上

③　利用料の月額が12000円以下 ③　45％以上

④　利用料の月額が13000円以下 ④　40％以上

⑤　利用料の月額が13001円以上 ⑤　40％未満

※１<児童福祉事業の種別> 満点
児童自立活援助事業（自立援助ホーム）、放課後健全育成事業、子育て短期支援事業、乳児家庭全戸訪問事業、養育支援訪問事業、地域子育て支援拠点事業

一時預かり事業、小規模保育事業、居宅訪問型保育事業、事業所内保育事業、病児保育事業、子育て援助活動支援事業（ファミサポ）

※２<健全育成事業に類似する事業>

⺠間学童（「放課後児童健全育成事業」の届出を⾏なっていない類似の事業所）、児童館の児童厚⽣員、放課後子ども教室等

※３<浦添市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例第10条第3項で示す資格>

（１）保育士　（２）社会福祉士　（３）⾼卒で、２年以上児童福祉事業に従事した者　（４）教育職員免許法第４条に規定する免許状（注１）を有する者

（５）大学で関係課程を学び卒業した者　（６）関係課程を学び大学院に入学した者　（７）大学院で関係課程を学び卒業した者

（８）外国の大学で関係課程を学び卒業した者　（９）⾼卒で、２年以上放課後児童健全育成事業に類似する事業に従事した者であって、市町村⻑が適当と認めた者

（１０）５年以上、放課後児童健全育成事業に従事した者であって、市町村⻑が適当と認めた者

※４<利用料>

小学校１年生の利用料で長期休暇等の加算額を除く

応募者名
合計点



二次審査（ヒアリング審査）採点表 令和7年度　浦添市放課後児童健全育成施設指定管理者選考  別紙２

評価の視点・基準点

審査項目 審査項目に対する内容 評価点
非常に優れて

いる
優れている 普通 やや劣っている 劣っている

（１）放課後児童クラブの運営方針

（２）児童に対する育成支援の考え方 　

（３）入所児童選考基準の考え方

（１）児童の健康管理に関する取り組み 　

（２）事故の防止や安全対策に関する取り組み 　

（３）防災対策及び災害時の対応と体制 　

（４）不審者等の緊急時の対応と体制 　

3 支援を要する児童への受入れに対する考え方 （１）障がい児や特別な配慮が必要な児童への支援方法 　

（１）地域や近隣施設との連携、協力について 　

（２）保護者との関わり方について 　

（３）学校や行政機関等との連携、協力について 　

（１）職員確保に関する考え方 　

（２）人材の育成方法・研修体制 　

（３）会計、事務作業等の周辺業務を行う職員に対する考え方 　

（１）活動のテーマやねらい 　

（２）運営上の工夫 　

7 その他 （１）スムーズな移行等の考え方

合計

応募者名

合計点

1 運営に対する考え方

6 年間事業計画・運営上の工夫

2 こどもの安全に対する考え方

4
児童館、学校、保護者、地域及び関係機関との
連携に対する考え方

5 放課後児童支援員等に関する考え方


